
令和３年７月３０・３１日

豊能町教育委員会

「未来を拓く」教育をめざして
～社会が変わる 学校が変わる 授業が変わる～

すべては、子ども達のために

東能勢中学校区

小中一貫教育校開校に向けた保護者説明会

（資料２）



本日の流れ

第1部 豊能町のこれからの教育について

第2部 東能勢中学校区の学校再編について

第3部 東能勢中学校区小中一貫教育校について
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第１部 豊能町のこれからの教育
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保幼小中一貫教育導入のねらい

教育の質を高め、

教育課題の解決を図ること。

０歳～６歳 １年 ２年 ３年 ４年

就学前 前 期

基礎・基本の土台作り 基礎・基本の充実

５年 ６年 ７年 ８年 ９年

中 期 後 期

既習内容の活用 発展的・
応用的な学習

出

口
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０歳～６歳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

小 学 校 中学校就学前

乗り越えら
れないよ。

登れないよ。

大きな
ギャップだ。

学習意欲の低下

家庭での学習習慣の定着

コミュニケーション能力の低下

いじめ・不登校問題等
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０歳～６歳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

小 学 校 中学校就学前

乗り越えら
れないよ。

登れないよ。

大きな
ギャップだ。

より高く！
より遠くへ！

ぐんぐん
のびるよ！

０歳～６歳 １年 ２年 ３年 ４年

就学前 前 期

基礎・基本の土台作り 基礎・基本の充実

８年 ９年５年 ６年 ７年

中 期 後 期

既習内容の活用 発展的・
応用的な学習

保幼小中のシステムの融合
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豊能町保幼小中一貫教育の理念 別紙１
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めざす子ども像の実現に向けた重点的な取組み①

「とよの未来科」の創設
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めざす子ども像の実現に向けた重点的な取組み②

「使える英語」をめざし、外国語活動の充実
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めざす子ども像の実現に向けた重点的な取組み③

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくり
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めざす子ども像の実現に向けた重点的な取組み③
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めざす子ども像の実現に向けた重点的な取組み④

異校種・異年齢交流、東西間交流等の充実
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めざす子ども像の実現に向けた重点的な取組み⑤

「学力・体力・生活調査」（とよのチャレンジ）の実施
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0歳から15歳までの15年間をつなぐ

幼児期の
学び芽生え

小学校教育の
自覚的な学び

つなぐ

保幼小中一貫教育を推進するにあたって

保幼小接続カリキュラムの作成
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小中一貫カリキュラムの作成

つ な ぐ

保幼小中一貫教育を推進するにあたって
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教職員間の「連携」と「協働」

保幼小中一貫教育を推進するにあたって
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０歳～６歳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

小 学 校 中学校就学前

乗り越えら
れないよ。

登れないよ。

大きな
ギャップだ。

より高く！
より遠くへ！

ぐんぐん
のびるよ！

０歳～６歳 １年 ２年 ３年 ４年

就学前 前 期

基礎・基本の土台作り 基礎・基本の充実

８年 ９年５年 ６年 ７年

中 期 後 期

既習内容の活用 発展的・
応用的な学習

保幼小中のシステムの融合
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２．東能勢中学校区の学校再編について
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東地区の児童生徒数の見込み

学年
前期

１年～４年
中期

５年～７年
後期

８年～９年
合計

令和４年度
児童生徒数

７２人 ６６人 ５６人 １９４人

令和８年度
児童生徒数

４４人 ５０人 ３９人 １３３人
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義務教育学校

義務教育学校

吉川保育所

• 東西それぞれに小中一貫校として再編する
• 令和８年４月、義務教育学校としての開校をめざす
• 小中一貫教育はできる所から進める

学校再編の検討の経過

令和２年８月１２日 総合教育会議
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小学校
６年間

中学校
３年間

義務教育学校
９年間

校長１名 教職員の組織１つ

義務教育学校について
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・設置場所・・・・・・・東能勢中学校の校舎・敷地を活用

・改修方法・・・・・・・教室、トイレ、階段等を改修。一部増築

・進め方・・・・・・・・・①令和４年４月に５・６年生を中学校へ

②令和８年４月に１～４年生を中学校へ

東地区の義務教育学校について
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なぜ、５・６年生を先に中学校校舎へあげるのか・・・

・・・１９５０年（６・３制が始まったころ）

・・・２００３年

子どもたちの成長が２年程度早まっている。→思春期も早まっている。
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なぜ、５・６年生を先に中学校校舎へあげるのか・・・

（学力向上） 深い教材研究や教師の専門性を発揮することで、授業の質を上げ、

児童の学習意欲と学力の向上を図る。

（生徒指導） 複数の教員で児童に関わることで、問題の早期発見につなげ、

生徒指導に役立てる。

（小中連携） 段階的な教科担任制を導入することで、中１ギャップ（かくれギャッ

プ）を解消する。
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小中一貫教育校・義務教育学校に向けた検討事項

制服、体操服、上靴について

通学路、登校班、見守り活動について

PTA組織、規約、PTA行事、予算案について

校名、校歌、校章、校旗、記念式典

備品、文書、図書、予算の整理、集金、引越し

学校教育目標、めざす子どもの姿、児童生徒指導
のきまり、クラブ、委員会生徒会活動、校時表、時
間割、教科担当、年間学習計画、小中一貫教育カ
リキュラム、とよの未来科カリキュラム、スタートカリ
キュラム、会議の持ち方、学校組織、校務分掌、儀
式的行事、年間行事予定、合同行事 25



豊能町教育委員会
保幼小中一貫教育推進室

開校準備委員会（学校運営協議会）（東地区・西地区）
※学校の在り方や主な基本方針について協議する。

※各部会には事務局として教育委員会が入り，メンバーの皆様と共に協議を行います。

標準服等検討部会
【PTA（保幼こ小中），生指主担・体育教員等，学校運営協議会委員】

制服，体操服，上靴などの検討に関すること

通学路等安全対策部会
【地区委員（小），PTA（中）スクールガードリーダー，学校運営協議会委員】

通学路，通学手段，見守り活動等に関すること

PTA部会
【PTA（保幼こ小中），学校運営協議会委員】

PTA組織編制，規約，行事等に関すること

総務部会
【PTA（小中），学校運営協議会委員】

校名，校歌，校章，記念式典等に関すること

事務部会
【各校事務職員】

備品，保存文書，学校図書，学校予算等に関すること

学校運営部会
【各校園所所属長・教頭・首席・教職員】

教育目標，教育課程，校務分掌，行事，校時等に関する
こと

※学校運営部会は，検討する内容に応
じて参加するメンバーが異なります。

〇けいかく部会・・・「学習規律と生活規律」「とよの未来科」
「交流学習」「スタートカリキュラム」

〇まなび部会・・・「相互乗り入れ授業」「一貫カリキュラム」
「授業研」

〇しえん部会・・・「支援教育」「インクルーシブ教育」
「通級指導教室」

〇こころ部会・・・「成長を促す指導」「校内組織・体制づくり」
「いじめ・不登校等問題事象対応」
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開校に向けての各機関イメージ図
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部
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校歌練習校歌視聴委託契約・校歌作成
フレーズ公募・選定・決定
作詞作曲者選定・打診

募集要項
選定要項

制定
協議開始

選定方法検討・公募・校名候補決定
議会報告・条例改正・校名決定

デザイン公
募・選定・

決定

募集要項
選定要項

制定

協議
開始

委託契約・校旗作成

式典内容等・記念誌印刷製本
来賓案内・記念品発注

会則・慶弔規定について
協議・決定

年間行事

について

協議・決定

組織のあり

方について

協議・決定

合同行事の検討

協議開始・予算要求

会議の持ち方・学校組織

について検討・決定
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見守り活動

教育課程

備品・文書・図書・予算の
整理
（リスト化）

備品・文書・図
書の確認

めざす子ども像・児童生徒指導のきまり・「よくわ
かる東能勢小中学校」

学校教育目標 東

地

区
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合同運動会の実施略案作成
年間行事予定の検討・決定
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年間指導計画等の検討・決定

年間行事計画の検討

引っ越し計画の立案

PTA組織
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PTA行事

協議開始
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いて協議・決定

登校班等につい

て協議・決定

会則・慶弔規定について

協議・決定

組織のあり方に

ついて協議・決

定 研
修
会
等

通学ルートについて

協議・決定

登校班等について協

議・決定
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について

協議・決定
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予算案

作成
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A
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会
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項目

開校準備委員会
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制服

着
用
開
始

標

準
服
等

検
討

部
会

項目
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

学校予算

教育目標

校務分掌

学校行事

校名

校歌

校章・校旗

記念式典

備品

保存文書

学校図書

年間行事計画の決定

学校教育目標の検討・決定
※学校運営協議会と連携

クラブ・委員会・児

童生徒会活動の持
ち方の検討・決定

集金（学級費、積立金等）の

計画

R4年度

校旗返納

合同行事の検討

めざす子ども像・児童生徒指導のきまり・「よくわ
かる〇〇学校」の検討・決定

校時表・教科担当等の検
討・決定

会議の持ち方・学校組織

について検討・決定

小中一貫カリキュラム作成
スタートカリキュラム検討
とよの未来科内容検討

小中一貫カリキュラム実施・見直し
スタートカリキュラム作成
とよの未来科実施

年間指導計画・時間割等の検討・決定

義
務
教
育
学
校
開
校

登校班の決定

見守り活動のメンバー選出
（地区委員選出・ボランティア依頼）

見守り活動
の体制

役員選出

予算案の
作成

新役員
総会準備

引っ越し準備 引っ越し

開校までのスケジュール 別紙２
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３．東能勢中学校区小中一貫教育校について

東地区は令和４年４月

施設分離型小中一貫校として先行実施！！
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①小中一貫教育校の教育目標

「一人ひとりを大切にした 一人ひとりが輝ける学校」

②重点目標

「自ら学び、自他ともに大切にする豊かな心で、たく
ましく生きる子どもの育成」

小中一貫教育の教育目標・重点目標
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管理職・教職員の配置については調整中

管理職等の配置について
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小学校校舎

校長・教頭

中学校校舎

校長（統括責任者）・教頭



愛称・名称

〇愛称：東能勢小中学校

〇名称：豊能町立東能勢小学校

豊能町立東能勢中学校

※義務教育学校の愛称・名称については、総務部会で検討します。

小中一貫教育校の名称
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校旗・校歌・校章

〇現行のまま引き継ぎます。

〇校歌については、小中合同の場合、各１番を歌います。

※義務教育学校の校旗・校歌・校章については、総務部会で検討します。

校旗・校歌・校章について
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教育課程における学年の区切り

より高く！
より遠くへ！

ぐんぐん
のびるよ！

０歳～６歳 １年 ２年 ３年 ４年

就学前 前 期

基礎・基本の土台作り 基礎・基本の充実

５年 ６年 ７年 ８年 ９年

中 期 後 期

既習内容の活用 発展的・
応用的な学習34



【就学前6年】基礎・基本の土台づくり
・ 基礎的な生活習慣を身に付ける。

・ 学びの芽生えを育む。

教育課程における学年の区切り
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【前期４年】基礎・基本の充実
・ きめ細かな指導により、学習習慣・生活習慣を定着させるとともに、

学習における基礎的・基本的な内容の確実な定着を図る。

教育課程における学年の区切り
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【中期３年】既習内容の活用
・ 小中学校の教員が協働して専門性を活かした

指導にあたり、既習内容を 活用する力を育て、

学力の充実を図る。

弁当にウインナー
が２本

ウインナーは弁当の
おかずの重さの１５％

教育課程における学年の区切り
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【後期２年】発展的・応用的な学習
・ 義務教育９年間の総まとめとして、発展的・応用的な学習に

つなげ、希望する進路実現をめざす。

教育課程における学年の区切り
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〇 中期から段階的に中学校的な教科担任制導入

〇 ５・６年生の国語は通常学級担任が指導

担任制について

就学前６年
認定こども園
幼稚園
保育所

前期４年
小１年～小４年

中期３年
小５年～中１年

後期２年
中２年～中３年

学級担任制 教科担任制

きめ細やかな指導 専門性の発揮・複数の教員による関わり

39



① 校時表について・・・小中学校で始業時刻をそろえる

５年生から５０分授業を導入

② 特別活動について

〇 児童生徒会・委員会活動・・・５～９年生

〇 自主活動・・・３・４年生

〇 クラブ活動・・・４～６年生（小学校校舎）

教育課程について
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① 儀式的行事について（式の名称は仮称）

ステージ 就学前
学年区分 ０～６歳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年

節目の式
R3年度

節目の式
R4年度

節目の式
委員会案
R8年度～

※　式の名称は仮称
※　節目の式に軽重をつける

東能勢中学校区　ステージごとの節目の式
前期 中期 後期

入
学
式

卒
園
式

卒
業
式

入
園
式

出
発
式

出
発
式

卒
業
式

入
学
式

卒
園
式

卒
業
式

入
園
式

卒
業
式

節
目
の
式

ス
テ
ー
ジ

進
級
式

ス
テ
ー
ジ

進
級
式

入
学
式

卒
園
式

節
目
の
式

節
目
の
式

卒
業
式

ス
テ
ー
ジ

進
級
式

ス
テ
ー
ジ

進
級
式

入
園
式

入
学
式

学校行事について
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② 合同行事について

〇 令和４年度小中合同運動会（仮称）

ふたば園の園児も一部参加！！

学校行事について

小中初の合同行事！！
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① 制服について

〇 令和４年度・・・ ５・６年生は私服

７～９年生は制服

※義務教育学校の制服については、標準服等検討部会で検討します。

② 給食について

〇 令和４～７年度・・・１～４年生は自校給食

５～９年生はデリバリー給食

学校生活について
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東地区ＰＴＡ部会の活動について

• 第１回・・・５／３０（日）
【内容】

ＰＴＡ部会の役割と今後のスケジュールについて確認

→ 各単位ＰＴＡ役員会に参加し、今後のＰＴＡ活動に関する意見交流を行うことを決

定した。

• 第２回・・・６／２０（日）
【内容】

令和４年度からのＰＴＡ組織を１つにするか、校舎ごとに分けるかについて検討

→ ＰＴＡ組織を１つに統合する・役員数を見直すことを提案する。（アンケート実施）

• 第３回・・・７／４（日）
【内容】

アンケート結果をうけ、ＰＴＡ組織と役員数について再検討

→ 来年度以降のＰＴＡ組織の枠組み案を決定した。

アンケート結果をフィードバックするとともに、意見のあった内容については今後、

懇談会【８月６日（金）８月２２日（日）】及びアンケートを実施する。
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東地区小中一貫教育校ＰＴＡ組織に関するアンケート結果

■回収：９５件

■ＰＴＡを「１つの組織」に統合する。

■令和４年度のＰＴＡ役員の人数「２９人」とする。

賛成 反対 無答

７９ ５ １１

賛成 反対 無答

６０ １４ ２１

東地区ＰＴＡ部会の活動について

皆様から頂いたご意見については、別途配布しているアン
ケート結果をご覧ください。
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令和４年度からのＰＴＡ組織について

① これまで小学校と中学校それぞれで組織していたＰＴＡを１つの組織に統合
する。

② 次年度の組織（案）について

（１）立候補を優先で役員を募る。

（２）互選会になった場合は下記の通りとする。
• 会長・・・１名（７～９年）

• 副会長・・・２人（１～４年／６年）

• 書記・・・２人（１～４年／５～９年）

• 会計・・・２人（１～４年／５～９年）

• 広報委員長・・・１人

• 教養委員長（仮）・・・１人

• 学年代表・・・令和４年度は各２人（令和５年度以降については再検討していく。）

• 地区委員長・・・１人（通学路部会と検討中）

※広報委員長・教養委員長・学年代表・から地区委員長については、４役でフォ
ローする。

東地区ＰＴＡ部会の活動について
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通学路等安全対策部会の活動について
• 第１回・・・５／２６（水）

【内容】

通学路等安全対策部会の役割と今後のスケジュールについて確認

登校班の区切りについて検討

→登校班の区切りについてアンケートを実施した。

• 第２回・・・６／１６（水）

【内容】

アンケート結果をうけ、通学方法について検討

→１～６年生で登校班を編成することを開校準備委員会へ提案することを確認した。

• 第３回・・・６／２９（火）

【内容】

アンケート結果をうけ、通学方法についてさらに検討

→登校班のルールを統一する。地区委員さんと意見交換をする場を設ける。 47



東地区小中一貫教育校開校にかかわる通学方法の検討について

■回収：６４件

■登校班の学年の区切りについて

１～４年生の
登校班がよい

１～６年生の
登校班がよい

その他・無答

１６ ４０ １１

皆様から頂いたご意見については、別途配布しているアン
ケート結果をご覧ください。

通学路等安全対策部会の活動について
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令和４年度からの通学方法について

• これまで同様、１年生から６年生までの登校班を編成する。

※ 登校班のルールを統一する方向で、今後地区委員さんと

の意見交換の場を持つ。

通学路等安全対策部会の活動について
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コミュニティ・スクールについて

連携・協働
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コミュニティ・スクールについて

学校運営協議会
家庭・地域・学校でビジョンの共有

連携・協働



放課後の居場所づくり

① おおさか元気広場（わくわく教室）

○ 令和４年～７年・・・小学校校舎で実施予定

② 放課後児童クラブ（学童教室）

○ 令和４年～７年・・・小学校校舎で実施予定
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さいごに
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「未来を拓く」教育をめざして
～社会が変わる 学校が変わる 授業が変わる～

すべては、子ども達のために


